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１　

は
じ
め
に

近
年
来
、
近
代
以
降
の
日
本
と
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
る
諸
問
題
へ
の

関
心
の
高
ま
り
の
中
で
、
戦
前
・
戦
中
日
本
の
対
イ
ス
ラ
ー
ム
政
策
、
と
り
わ
け
大

陸
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
住
民
（
以
下
回
民
と
記
す
）
へ
の
工
作
に
関
す
る
研
究
が

発
表
さ
れ
て
き
た
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
明
治
期
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の

回
民
工
作
を
概
説
し
た
﹇A

n
do 

二
〇
〇
三
﹈、一
九
三
七
年
の
日
本
軍
に
よ
る
華
北
・

「
蒙
疆
」
占
領
後
当
地
に
成
立
し
た
回
民
工
作
機
関
の
子
弟
教
育
を
取
り
上
げ
た
﹇
新

保
一
九
九
八

;

一
九
九
九
ａ

;

一
九
九
九
ｂ

;

二
〇
〇
〇
ｂ
﹈、
タ
タ
ー
ル
人
ウ
ラ

マ
ー
・
ア
ブ
デ
ュ
ル
レ
シ
ト
＝
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
日
本
に
お
け
る
活
動
と
回
民
工
作
を

関
連
付
け
て
論
じ
た
﹇
坂
本
二
〇
〇
八
﹈
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
先
行
研
究
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
工
作
機
関
に
先
立
ち
「
満
洲
国
」
に
お
い
て
成
立
し
た
回
民
関
係
組
織
に

つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い①
。
日
本
占
領
地
域

で
の
対
ム
ス
リ
ム
工
作
を
考
え
る
上
で
は
、「
傀
儡
国
家
」
た
る
「
満
洲
国
」
に
お
け

る
事
例
も
考
察
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
満
洲
国
」
に
存
在
し
た
回
民
を
主
要
構
成
員
と
す
る
組
織
は
複
数
あ
る
も
、比
較

的
規
模
が
大
き
な
も
の
と
し
て
は
、「
建
国
」
後
間
も
な
い
一
九
三
四
年
に
成
立
し
た

「
満
洲
伊
斯
蘭
協
会
」が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
三
七
年
に
協
和
会
の
指
導
に
よ
り
改
組

し
、「
満
洲
回
教
協
会
」
と
改
称
後
も
、
四
五
年
の
敗
戦
に
至
る
ま
で
存
続
し
た
同
協

会
は
、
各
地
の
モ
ス
ク
に
支
部
・
分
会
を
置
き
、「
満
洲
国
」
内
全
土
の
回
民
を
ほ
ぼ

網
羅
的
に
統
括
し
て
い
た
と
さ
れ
る②
。
従
っ
て
、「
満
洲
国
」
に
お
け
る
回
民
工
作
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、「
満
洲
伊
斯
蘭
／
回
教
協
会
」
の
沿
革
・
組
織
形
態
・
活

動
の
解
明
は
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。

以
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
「
満
洲
伊
斯
蘭
協
会
」
成
立
の
直
接
の

契
機
と
な
っ
た
、
当
地
に
お
け
る
回
民
墓
地
遷
移
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
同
問
題
に

対
す
る
回
民
・
当
局
（
軍
部
・
現
地
政
府
）
の
対
応
と
そ
の
結
果
に
対
す
る
考
察
を
通

し
て
、「
協
会
」
の
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、「
協
会
」
発
行
の
機

関
誌
に
見
ら
れ
る
回
民
側
の
墓
地
遷
移
に
ま
つ
わ
る
言
説
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
の
墓

地
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
も
論
じ
て
み
た
い
。

２　

回
民
墓
地
遷
移
問
題
の
発
生

　
　

奉
天
に
お
け
る
回
民
墓
地
買
収
事
件

一
九
三
一
年
の
柳
条
湖
事
件
の
発
生
以
後
、
関
東
軍
に
よ
る
同
年
の
奉
天
・
齊
齊

哈
爾
、
そ
し
て
翌
三
二
年
の
哈
爾
濱
の
占
領
を
経
て
、
三
月
に
「
建
国
宣
言
」
の
布

告
に
よ
り
「
満
洲
国
」
が
成
立
す
る
が
、
そ
の
間
に
早
く
も
当
局
は
回
民
を
め
ぐ
る

問
題
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
奉
天
の
鉄
西
地
区
に
お
け
る
回
民
墓

地
買
収
事
件
で
あ
る
。

哈
爾
濱
の
陥
落
か
ら
間
も
な
い
一
九
三
二
年
二
月
、
奉
天
市
内
で
の
附
属
地
拡
張

を
企
図
し
た
満
鉄
に
よ
り
、
鉄
道
西
側
一
帯
を
買
収
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
見
ら
れ

「
満
洲
国
」
に
お
け
る
回
民
墓
地
遷
移
問
題

―
「
建
国
」
当
初
の
事
例
を
中
心
に

―

田　

島　

大　

輔
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た
。
被
買
収
予
定
地
に
は
回
民
の
墓
地
が
存
在
し
た
が
、
当
初
仲
介
と
な
っ
た
日
本

「
浪
人
」
薄
益
三
（
一
八
七
八
―
一
九
四
〇
）
が
土
地
所
有
者
と
の
み
交
渉
を
進
め
た
た

め
、
回
民
側
の
憤
激
を
買
い
、
同
月
十
日
に
市
内
の
回
民
を
糾
合
し
西
関
地
区
の
モ

ス
ク
南
清
真
寺
に
て
不
買
運
動
の
遂
行
が
決
議
さ
れ
、
更
に
十
四
日
に
は
同
モ
ス
ク

へ
仲
介
者
を
招
致
し
て
示
威
行
為
に
及
ん
だ
。
回
民
側
は
「
満
鉄
及
ヒ
軍
部
ニ
於
テ

必
要
ナ
ル
モ
ノ
ト
セ
ハ
直
接
交
渉
ス
ヘ
シ
」
と
し
て
、
仲
介
者
へ
委
任
状
の
提
示
を

求
め
る
も
応
じ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
両
者
間
で
の
交
渉
は
不
可
能
と
な
る③
。
最
終

的
に
は
満
鉄
側
が
拡
大
計
画
を
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
地
の
買
収
案
も
見
送
り

と
な
っ
た④
。

し
か
し
、「
建
国
」
以
後
市
街
地
区
画
再
編
が
進
行
す
る
中
で
、
翌
年
再
び
奉
天
市

政
公
署
が
満
鉄
と
提
携
し
、
工
業
区
域
と
す
る
た
め
、
回
民
墓
地
・
住
居
16
戸
を
含

む
鉄
道
西
側
約
四
平
方
㎞
の
買
収
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
当
地
の
名
族
で
あ
っ

た
鉄
氏
を
始
め
と
す
る
回
民
た
ち
は
俄
然
抗
議
し
、
市
政
公
署
に
よ
る
再
三
の
移
転

宣
告
に
も
従
わ
ず
、
土
地
買
収
を
め
ぐ
る
交
渉
は
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
。

当
局
と
の
交
渉
の
進
展
が
見
込
め
な
く
な
っ
た
被
買
収
予
定
地
所
在
の
回
民
た
ち

は
、
当
時
北
平
に
逼
塞
し
て
い
た
日
本
人
ム
ス
リ
ム
川
村
狂
堂
を
奉
天
に
招
き
、
当

局
と
の
折
衝
役
と
な
る
よ
う
要
請
し
た
。
川
村
に
よ
る
交
渉
の
結
果
、
同
年
七
月
末

日
に
は
市
政
公
署
が
新
し
い
墓
地
と
一
切
の
費
用
（
土
地
二
万
五
千
坪
・
遷
葬
費

五
六
七
〇
元
・
追
悼
式
開
催
費
二
〇
〇
〇
元
・
家
屋
撤
去
費
二
五
〇
元
）
を
用
意
・
支
給
す

る
と
い
う
条
件
で
双
方
の
間
に
覚
書
が
交
わ
さ
れ
、
当
地
の
回
民
墓
地
は
別
所
へ
遷

移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た⑤
。

以
上
が
奉
天
に
お
け
る
回
民
墓
地
買
収
事
件
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
当
初
墓
地

の
遷
移
に
対
し
抵
抗
し
て
い
た
回
民
た
ち
が
、
最
終
的
に
当
局
の
意
向
に
同
意
し
た

こ
と
に
は
、ど
の
様
な
理
由
が
考
え
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
前
年
（
三
二
年
）
に
遷
移
が

立
ち
消
え
と
な
っ
た
際
、
市
内
の
モ
ス
ク
で
開
催
さ
れ
た
決
議
集
会
の
様
子
を
伝
え

る
関
東
庁
警
務
局
長
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
当
時
回
民
た
ち
は
「
祖
先
伝
来
ノ
墓
地
ヲ

一
個
人
〔
筆
者
注
：
仲
介
と
な
っ
た
薄
〕
ノ
利
益
ノ
為
ニ
買
収
セ
ラ
ル
ル
ハ
遺
憾
ニ

シ
テ
軍
部
、
満
鉄
ニ
対
シ
テ
ハ
反
対
ス
ル
処
ニ
ア
ラ
ス
」
と
称
し
た
と
さ
れ
る⑥
が
、

三
三
年
の
ケ
ー
ス
で
は
当
初
よ
り
市
政
公
署
・
満
鉄
主
導
で
土
地
買
収
が
行
わ
れ
て

お
り
、
仮
に
上
記
報
告
の
様
な
認
識
を
回
民
側
が
共
有
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、

売
買
の
交
渉
が
停
滞
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
。「
円
満
解
決
」後
に
取
り
交
わ

さ
れ
た
覚
書
に
は
、
立
証
人
と
し
て
市
の
憲
兵
隊
兵
隊
長
・
特
高
課
長
の
名
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
有
償
で
あ
れ
墓
地
の
遷
移
と
い
う
結
果
に
至
っ
た
の
に
は
、
こ
の

様
な
他
の
部
局
か
ら
の
働
き
か
け
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
建
国
」に
伴
う
市
街
地
区
画
に
よ
り
回
民
の
墓
地
が
遷
移
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と

い
う
事
件
が
発
生
し
た
の
は
奉
天
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
国
都
」と
し
て
大
規
模
な

宅
地
造
営
が
進
む
新
京
（
現
長
春
）
で
も
、同
様
の
事
件
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以

下
次
章
で
は
、新
京
に
て
生
じ
た
回
民
墓
地
買
収
事
件
と
、そ
れ
を
起
点
と
す
る
「
満

洲
伊
斯
蘭
協
会
」
設
立
の
経
緯
を
考
察
す
る
。

３　

 

回
民
墓
地
遷
移
問
題
と
「
満
洲
国
」
回
民
の
組
織
化

新
京
の
回
民
墓
地
遷
移
と
「
満
洲
伊
斯
蘭
協
会
」

「
満
洲
国
」
建
国
の
翌
四
月
、「
国
都
」
と
な
っ
た
新
京
に
は
、
新
市
街
地
拡
大
と

各
種
官
舎
建
設
の
た
め
「
国
都
建
設
局
」（
以
下
建
設
局
と
記
す
）
が
開
局
さ
れ
た
。
同

局
は
長
春
旧
城
を
中
心
と
し
て
、
東
は
八
里
堡
、
西
は
李
家
屯
、
南
は
狼
峒
山
、
北

は
宋
家
窪
と
広
大
な
範
囲
の
土
地
を
造
成
区
画
に
設
定
し
、
同
年
九
月
に
は
城
外
の

農
地
・
荒
地
の
買
収
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
際
に
問
題
と
な
っ
た
の
が
旧
城
西
門
外
に

位
置
し
て
い
た
当
地
回
民
の
共
同
墓
地
で
あ
っ
た
。

翌
33
年
、
当
局
は
回
民
墓
地
を
遷
移
す
る
旨
通
達
を
出
し
、
三
月
十
九
日
に
は
墓

地
の
視
察
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
于
少
齊
ア
ホ
ン
を
中
心
と
す
る
回
民
側
で

は
、
郷
老
た
ち
に
よ
り
協
何
度
か
協
議
が
重
ね
ら
れ
た
が
、
奉
天
で
の
墓
地
遷
移
問
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題
を
聞
き
及
ん
だ
者
の
提
議
に
よ
り
、
北
平
の
川
村
狂
堂
を
招
聘
し
、
回
民
側
の
代

表
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
代
表
で
あ
る
沙
振
剛
・
蔡
希
昌
ら
郷
老
の
訪
問
を
受
け

来
京
要
請
を
聞
い
た
川
村
は
、
政
府
よ
り
正
式
な
命
令
を
受
け
て
い
な
い
と
し
て
、

当
初
は
出
立
を
見
合
わ
せ
た
が
、
そ
の
間
も
当
局
に
よ
る
墓
地
立
ち
退
き
の
勧
告
は

続
い
た
。
回
民
側
は
建
設
局
・
関
東
軍
司
令
官
に
墓
地
の
保
護
を
陳
情
す
る
も
成
果

な
く
、
五
月
に
工
事
業
者
が
墓
地
を
占
領
・
工
事
を
開
始
す
る
に
及
ん
で
、
新
京
の

み
な
ら
ず
奉
天
・
吉
林
・
哈
爾
濱
各
都
市
か
ら
も
至
急
の
電
報
が
入
り
、
川
村
は
同

月
十
八
日
に
よ
う
や
く
北
平
を
後
に
し
た⑦
。

新
京
到
着
後
、
川
村
は
回
民
側
代
表
と
協
議
に
入
り
、
市
回
民
全
体
の
全
権
委
任

を
受
け
て
当
局
と
の
交
渉
に
当
た
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
遷
移
や
む
な
し
と
の
結
論

に
至
り
、
五
月
二
九
日
に
市
内
中
央
通
国
都
旅
館
に
て
、
山
本
憲
兵
大
尉
・
中
川
憲

兵
軍
曹
両
名
立
会
の
も
と
、
川
村
と
満
洲
国
政
府
国
都
建
設
局
代
表
結
城
清
太
郎
総

務
処
長
・
草
地
一
雄
土
地
科
長
と
の
間
で
墓
地
遷
移
に
関
す
る
契
約
が
取
り
交
わ
さ

れ
た
。
こ
の
際
、
国
都
建
設
局
の
実
行
事
項
と
さ
れ
た
の
は
、

一
、 

国
都
建
設
局
は
回
教
墳
墓
遷
葬
に
対
し
補
償
費
6
万
元
を
回
教
徒
代
表
に
交
付

す
る
こ
と
。
右
記
の
補
償
費
は
回
教
墳
墓
地
域
14
晌
7
畝
の
収
買
費
・
墓
地
内

所
有
の
墳
墓
の
遷
葬
費
・
房
屋
の
撤
収
費
・
遷
葬
祭
典
費
、
及
び
そ
の
他
一
切

の
費
用
と
す
る
こ
と
。

一
、 

国
都
建
設
局
は
無
償
に
て
現
在
の
墓
地
十
四
晌
七
畝
の
一
・
五
倍
に
相
当
す
る
土

地
を
発
給
す
る
こ
と
。
右
記
の
発
給
地
は
二
度
と
遷
葬
し
な
く
て
よ
い
適
当
な

土
地
を
選
ぶ
こ
と
。

一
、 

国
都
建
設
局
は
回
教
会
館
建
設
の
基
地
選
定
の
為
、
国
都
建
設
計
画
上
差
障
り

の
無
い
土
地
を
無
償
に
て
二
〇
〇
〇
坪
発
給
す
る
こ
と
。

一
、 

国
都
建
設
計
局
は
新
墓
地
入
り
口
の
適
当
な
場
所
に
紀
念
碑
を
建
立
し
、
回
教

徒
の
今
回
の
功
績
を
後
世
に
長
く
伝
え
る
こ
と
。

一
、 

国
都
建
設
局
は
新
京
清
真
寺
に
紀
念
碑
を
建
立
し
、
紀
念
扁
額
1
を
贈
る
こ
と
。

一
、 

国
都
建
設
局
は
新
墓
地
内
に
適
当
な
植
樹
を
す
る
こ
と
。

一
、 

国
都
建
設
局
は
現
在
の
回
教
墓
地
内
の
他
教
徒
の
墓
を
自
費
に
て
遷
葬
さ
せ
る

こ
と
。

で
あ
り
、
他
方
、
回
教
側
の
実
行
事
項
と
さ
れ
た
の
は
、

一
、 

回
教
側
は
国
都
建
設
局
が
発
給
し
た
新
墓
地
が
決
定
後
は
遺
骸
を
早
日
遷
葬
し
、

房
屋
の
撤
去
に
着
手
し
、
建
設
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
　

 

遺
骸
遷
葬
の
順
序
と
し
て
は
、第
三
庁
舎
建
設
基
地
内
の
墳
墓
か
ら
始
め
る
こ
と
。

一
、 

目
下
の
と
こ
ろ
第
三
庁
舎
建
設
は
停
止
し
た
る
も
大
同
二
年
五
月
三
〇
日
よ
り

作
業
を
継
続
進
行
す
る
。〔
こ
れ
に
つ
い
て
は
〕何
ら
の
異
議
も
申
し
立
て
な
い

こ
と
。

一
、 

回
教
徒
側
は
現
在
の
墓
地
の
写
真
を
速
や
か
に
国
都
建
設
局
に
交
付
す
る
こ
と
。

一
、
墓
地
内
の
樹
木
は
回
教
徒
に
適
宜
の
処
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

で
あ
っ
た⑧
。
回
民
側
は
こ
れ
を
受
け
て
川
村
を
所
長
と
す
る
「
新
京
回
教
遷
葬
事
務

所
」
を
設
立
し
、
六
月
五
日
に
は
各
地
の
教
長
・
郷
老
に
対
し
て
、
移
転
先
は
市
外

西
部
の
火
焼
李
・
小
房
身
村
で
あ
り
、
同
月
下
旬
に
は
遷
移
事
業
を
開
始
し
、
九
月

に
終
了
予
定
で
あ
る
旨
通
達
し
た⑨
。
遷
移
事
業
は
同
月
十
八
日
に
開
始
さ
れ
、
約
2

カ
月
後
の
八
月
八
日
に
終
了
し
た⑩
。

こ
う
し
て
事
件
が
収
束
に
向
か
う
過
程
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
別
個
に
活
動
し
て

い
た
回
民
た
ち
に
対
し
て
、
彼
ら
の
全
権
と
な
っ
て
い
た
川
村
か
ら
、
こ
れ
を
機
に

彼
ら
の
権
利
を
保
証
す
る
団
体
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
出
さ
れ
た
。
建

設
局
と
の
遷
移
契
約
が
成
る
数
日
前
に
は
、
早
く
も
次
の
様
な
手
紙
が
川
村
の
名
で

各
地
の
名
士
宛
て
に
送
ら
れ
て
い
る
。

　

 
…
我
が
回
教
徒
は
本
々
国
家
で
あ
っ
て
、
普
通
の
民
族
が
国
家
社
会
で
尽
く
す

義
務
は
、
そ
の
他
一
般
の
人
に
過
ぎ
る
こ
と
あ
る
も
、
及
ば
ぬ
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
だ
が
得
ら
れ
る
権
利
が
往
々
に
し
て
及
ば
な
い
の
は
何
故
か
。
思
う
に

権
利
と
い
う
も
の
が
進
め
ば
得
ら
れ
、
な
い
が
し
ろ
に
す
れ
ば
失
っ
て
し
ま
う
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と
い
う
の
は
定
理
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
満
洲
国
建
国
に
あ
た
り
、
一
切
の
庶
政

が
皆
既
に
時
に
応
じ
て
刷
新
せ
ら
れ
た
。
我
が
回
教
徒
も
国
家
の
優
良
分
子
た

る
以
上
、
時
勢
と
と
も
に
進
み
、
急
起
団
結
・
協
和
和
睦
し
、
国
家
社
会
の
福

利
を
謀
り
、二
度
と
時
代
の
落
伍
者
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
鑑
み
て
、

同
志
に
は
清
真
協
会
を
開
く
発
起
人
と
な
っ
て
頂
き
た
い
…⑪

こ
れ
に
応
じ
た
回
民
た
ち
に
よ
り
、
六
月
四
日
に
第
一
回
目
の
「
清
真
協
会
」
組

織
を
目
的
と
し
た
会
議
が
催
さ
れ
た
。
以
後
、
同
月
よ
り
始
ま
っ
た
墓
地
遷
移
事
業

と
並
行
し
て
何
度
か
会
議
を
繰
り
返
し
、
協
会
開
設
を
新
京
よ
り
始
め
る
こ
と
、
雑

誌
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
を
発
行
し
各
地
の
モ
ス
ク
に
送
る
こ
と
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
八
月
十
八
日
に
は
新
京
で
の
会
議
に
て
会
章
の
草
案
が
通
過
し
、
翌
九
月
十

日
に
は
名
を
「
新
京
伊
斯
蘭
協
会
」
と
す
る
と
も
に
役
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
総
裁

川
村
以
下
幹
部
を
決
定
、
翌
三
四
年
二
月
に
民
生
部
の
批
准
を
受
け
、
同
月
17
日
に

は
協
会
成
立
の
大
会
が
開
催
さ
れ
た⑫
。

以
後
着
々
と
回
民
の
組
織
化
は
進
む
が
、
新
京
の
み
な
ら
ず
「
満
洲
国
」
全
土
の

回
民
を
統
括
す
る
組
織
が
想
定
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
当
地
の
回
民
墓
地
遷
移
問
題
が

再
度
想
起
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
同
年
五
月
十
五
日
、
第
八
回
の
会
議
の
席
に
て
同

年
夏
予
定
の
「
新
京
イ
ス
ラ
ー
ム
教
遷
葬
追
悼
大
会
」
に
合
わ
せ
て
、「
全
満
各
地
イ

ス
ラ
ー
ム
教
代
表
聯
合
大
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
同
月
十
九
日
に
は
各

地
の
モ
ス
ク
の
教
長
宛
に
両
大
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
通
達
が
送
付
さ
れ
た⑬
。

そ
れ
か
ら
二
ヶ
月
後
の
七
月
一
日
十
時
、新
京
市
内
の
モ
ス
ク
に「
全
満
イ
ス
ラ
ー

ム
代
表
一
五
〇
人
、
会
員
一
二
〇
〇
余
人
、
来
賓
五
十
余
人
」
を
迎
え
、「
新
京
イ
ス

ラ
ー
ム
教
」
遷
葬
追
悼
大
会
が
催
さ
れ
た
。
会
は
全
体
入
場
・
主
席
献
辞
・
ク
ル
ア
ー

ン
読
誦
・
祭
文
講
読
・
追
悼
歌
・
教
長
献
辞
・
来
賓
献
辞
・
閉
会
の
辞
・
撮
影
・
昼

食
と
進
行
し
た
が
、
追
悼
歌
に
は
市
内
の
イ
ス
ラ
ー
ム
学
校
児
童
全
員
が
参
加
、
献

辞
者
も
十
名
を
超
え
る
な
ど
、
か
な
り
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
二

日
よ
り
「
全
満
イ
ス
ラ
ー
ム
代
表
大
会
預
備
会
」「
全
満
イ
ス
ラ
ー
ム
代
表
大
会
籌
備

委
員
会
」「
全
満
イ
ス
ラ
ー
ム
代
表
大
会
」
と
「
満
洲
国
」
全
土
よ
り
招
聘
さ
れ
た
各

地
代
表
の
参
加
に
よ
る
会
議
に
お
い
て
、
最
終
的
に
役
員
の
推
挙
が
行
わ
れ
、「
満
洲

伊
斯
蘭
協
会
」
の
設
立
が
宣
言
さ
れ
た⑭
。
同
月
末
二
九
日
に
は
同
じ
く
墓
地
遷
移
問

題
が
起
こ
っ
た
奉
天
に
お
い
て
も
「
奉
天
伊
斯
蘭
教
遷
葬
大
会
」
が
催
さ
れ
、
翌
日

に
は
「
奉
天
伊
斯
蘭
協
会
分
会
」
が
成
立
し
た⑮
。

以
上
が
新
京
に
お
け
る
回
民
墓
地
移
転
問
題
の
発
生
か
ら
「
満
洲
伊
斯
蘭
協
会
」

成
立
ま
で
の
経
過
で
あ
る
が
、当
初
は
当
局
と
回
民
側
と
で
難
航
し
て
い
た
交
渉
が
、

当
川
村
の
斡
旋
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
急
速
に
有
償
で
の
移
転
と
い
う
方
向
に

集
結
し
て
い
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
「
解
決
」
を
起
点
と
し
て
当
地
回
民
の
組
織
化

が
進
ん
だ
こ
と
、更
に
組
織
化
の
「
総
仕
上
げ
」
に
お
い
て
も
墓
地
遷
移
問
題
が
「
利

用
」
さ
れ
た
こ
と
が
看
取
出
来
る
。「
聯
合
大
会
」
終
了
後
、「
満
洲
伊
斯
蘭
協
会
」

に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
は
、
創
刊
号
・
第
二
号
と
同
問
題
の
顛
末

を
伝
え
て
い
る
が
、「
協
会
」
成
立
に
対
す
る
祝
辞
と
「
追
悼
会
」
に
寄
せ
ら
れ
た
弔

辞
に
囲
ま
れ
た
当
該
記
事
は
、
発
行
当
時
読
者
で
あ
っ
た
回
民
に
対
し
問
題
の
経
緯

を
「
美
談
」
の
一
部
と
し
て
印
象
づ
け
る
に
も
一
役
買
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

４　

 

墓
地
移
転
問
題
に
際
し
て
の
回
民
の
反
応

墓
地
・
死
者
に
対
す
る
認
識

以
上
2
章
に
わ
た
り
、「
満
洲
国
」
建
国
当
初
発
生
し
た
回
民
墓
地
遷
移
問
題
を
、

主
と
し
て
遷
移
の
経
過
そ
の
も
の
を
挙
げ
て
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
遷
移

の
対
象
と
な
っ
た
回
民
側
が
同
問
題
に
対
し
ど
の
様
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
か
に
つ

い
て
も
、
触
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、「
新
都
市
建
設
」
を
盾
に
墓
地
の
遷
移
を
要
求
し
た
当
局

（
満
鉄
・
市
政
公
署
等
）
に
対
し
て
、
回
民
側
は
当
初
非
常
に
抵
抗
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
奉
天
の
事
例
に
お
い
て
は
、
当
局
側
の
記
録
に
「
祖
先
伝
来
ノ
墓
地
」
で
あ
る
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か
ら
と
記
さ
れ
る
の
み
だ
が
、
新
京
の
事
例
に
関
し
て
は
、
彼
ら
が
係
争
の
最
中
、

当
局
に
提
出
し
た
陳
情
書
の
記
載
が
参
考
と
な
る
。

当
地
で
問
題
が
発
生
後
間
も
な
い
四
月
、「
回
教
代
表
」
に
よ
り
関
東
軍
司
令
官
武

藤
信
義
に
宛
て
ら
れ
た
陳
情
書
に
は
、
五
条
か
ら
な
る
「
説
明
書
」
が
附
せ
ら
れ
た

が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

　

 「
そ
も
そ
も
回
教
の
人
が
逝
去
し
た
際
に
は
、土
葬
に
す
る
よ
う
経
典
に
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
移
動
し
改
葬
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」

　

 「
回
教
の
墓
穴
は
深
さ
五
尺
、浅
く
と
も
四
尺
は
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
回
教
墓
地
が

市
内
あ
ろ
う
と
も
、
衛
生
上
何
ら
問
題
は
な
い
」

　

 「
回
教
の
葬
礼
は
土
葬
が
例
と
な
っ
て
お
り
、
棺
を
設
け
な
い
の
で
、
漢
人
墓
地

の
様
に
簡
単
で
は
な
く
、
墓
内
の
構
造
も
非
常
に
複
雑
で
あ
る
」

　

 「
墓
地
の
樹
林
は
、
市
内
の
衛
生
上
、
風
致
上
、
最
も
重
要
で
あ
り
、
ま
た
防
火

の
効
力
も
あ
る
」

の
四
点
が
、
墓
地
遷
移
が
妥
当
で
な
い
こ
と
の
理
由
と
さ
れ
る
が⑯
、
宗
教
規
定
へ
の

抵
触
と
い
う
教
義
上
の
問
題
と
、
漢
人
の
よ
う
に
棺
を
用
い
ず
墓
の
構
造
が
異
な
る

と
い
う
実
際
の
遷
移
上
の
問
題⑰
を
挙
げ
た
一
番
目
・
三
番
目
の
理
由
が
、
回
民
側
の

反
対
の
主
体
的
理
由
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
翌
月
に
も
当
地
の
回
民
代
表
が
関
東

軍
司
令
官
・
国
務
院
・
民
生
部
・
市
政
府
・
建
設
局
と
多
方
面
に
対
し
工
事
中
止
の

陳
情
書
を
送
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
も
上
記
四
点
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

陳
情
に
際
し
て
回
民
側
代
表
で
は
「
主
張
す
べ
き
こ
と
」
が
あ
る
程
度
共
有
化
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

他
方
、
上
記
陳
情
書
に
先
立
ち
、
于
少
斎
ア
ホ
ン
か
ら
川
村
狂
堂
に
送
ら
れ
た
来

京
依
頼
の
手
紙
に
は
、

　

 

…
我
々
共
は
勢
弱
く
力
薄
く
、
何
事
に
も
恐
れ
い
る
ば
か
り
で
、
一
た
び
遷
移

を
命
ぜ
ら
れ
れ
ば
、
抗
う
に
も
出
来
ぬ
こ
と
あ
り
、
認
め
る
に
も
忍
び
ざ
る
も

の
あ
り
。
ま
し
て
経
典
の
記
載
で
は
、
教
徒
が
逝
去
す
れ
ば
、
土
中
に
入
っ
て

安
ん
ず
る
と
あ
り
、
遷
移
は
大
戒
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
お
よ
そ
教
徒
で
あ
れ

ば
、
こ
の
こ
と
を
信
奉
し
金
科
玉
条
と
し
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ

え
墓
地
遷
移
と
い
う
事
件
に
遭
っ
た
か
ら
に
は
、
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
道
理
に
基

づ
い
て
争
わ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
…⑱

と
あ
り
、「
遷
移
の
経
典
規
定
へ
の
抵
触
」
が
強
く
主
張
さ
れ
て
い
る
。
当
地
の
宗
教

指
導
者
た
る
ア
ホ
ン
が
「
遷
移
は
違
教
」
で
あ
り
断
固
こ
れ
と
闘
う
べ
き
だ
と
主
張

す
る
こ
と
は
、
同
じ
く
ム
ス
リ
ム
で
あ
っ
た
川
村
に
折
衝
役
を
依
頼
す
る
上
で
の
1

つ
の
方
策
で
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
既
に
見
た
よ
う
に
、
同
主
張
は

爾
後
「
異
教
徒
」
で
あ
る
当
局
者
へ
の
陳
情
に
お
い
て
も
遷
移
反
対
の
1
条
件
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
当
初
よ
り
一
貫
し
て
回
民
側
の
墓
地
遷
移
問
題
に
対
す
る
認

識
の
一
部
を
な
し
て
い
る
と
見
な
し
得
る
も
の
で
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
頼
り
と
し
た
川
村
狂
堂
が
当
局
と
結
ん
だ
契
約
に
よ
り
、
回
民

た
ち
は
当
初
よ
り
反
対
し
た
墓
地
の
遷
移
を
余
議
な
く
さ
れ
て
し
ま
う
。
大
多
数
の

も
の
は
補
償
を
以
て
よ
し
と
し
た
と
さ
れ
る
が
、
遷
移
作
業
が
行
わ
れ
よ
う
と
す
る

に
及
ん
で
、
劉
と
い
う
二
人
の
兄
弟
が
親
族
の
墓
を
遷
す
こ
と
に
納
得
で
き
ず
、
墓

の
上
に
覆
い
を
か
け
て
日
夜
見
張
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
最
終

的
に
二
人
の
兄
弟
は
川
村
が
「
淳
淳
と
さ
と
し
た
」
こ
と
に
よ
っ
て
墓
地
遷
移
に
同

意
し
た
と
さ
れ
る
が
、
同
逸
話
を
伝
え
た
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
の
記
事
で
は
、
彼
ら
の

遷
移
反
対
の
理
由
と
し
て
、「
経
典
の
教
規
に
背
く
の
を
願
わ
ず
、
ま
た
両
親
の
遺
体

を
見
る
に
忍
び
ず
」
と
記
し
、「
遷
移
は
違
教
」
の
認
識
が
遷
移
決
定
後
も
回
民
側
に

（
遷
移
事
業
を
運
営
す
る
「
協
会
」
内
部
の
人
間
に
も
）
根
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る⑲
。

以
上
は
回
民
側
の
墓
地
遷
移
反
対
の
立
場
の
根
底
に
「
墓
地
の
遷
移
は
経
典
の
教

え
に
背
く
」
と
い
う
で
あ
る
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し

た
否
定
的
な
立
場
と
は
逆
に
、
遷
移
に
関
し
て
、
宗
教
的
な
立
場
か
ら
何
ら
か
の
教

訓
を
引
き
出
そ
う
と
い
う
言
説
も
見
ら
れ
た
。「
追
悼
会
」会
場
に
て
ク
ル
ア
ー
ン
朗
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誦
役
を
務
め
た
王
敬
一
ア
ホ
ン
は
、
遷
移
開
始
期
の
墓
地
に
て
目
に
し
た
「
光
景
」

に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

お
よ
そ
ム
ス
リ
ム
た
る
も
の
、
死
後
に
墓
の
中
で
罪
を
問
わ
れ
る
こ
と
を
知

ら
ぬ
わ
け
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
経
典
に
も
「
お
お
主
よ
、
墓
で
の
罪
過
よ
り

我
ら
を
見
守
り
下
さ
れ
」
と
あ
る
か
ら
だ
。
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
懼
れ
敬
う

者
は
少
い
。
一
般
信
徒
は
、
教
法
に
背
い
て
行
動
し
、
一
た
び
死
ん
で
し
ま
え

ば
、墓
の
中
で
の
罪
科
を
免
れ
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
何
に
よ
っ
て
話
そ
う
か
。

　

昨
年
に
新
京
回
教
墓
地
が
建
設
局
に
よ
っ
て
商
業
区
画
地
に
入
れ
ら
れ
る

と
、
新
京
の
各
教
親
は
異
常
な
恐
慌
を
き
た
し
た
。
我
が
教
が
も
と
よ
り
土
葬

で
あ
っ
て
、
他
の
宗
教
の
も
の
と
異
な
っ
て
お
り
、
か
つ
墓
が
開
か
れ
て
し
ま

え
ば
、
墓
中
の
故
人
の
形
跡
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
を
恐
れ
る
か
ら
だ
。
そ
れ

ゆ
え
皆
建
設
局
に
遷
移
を
免
除
し
て
貰
え
る
よ
う
に
要
求
し
た
の
だ
が
、
幾
度

か
の
交
渉
を
経
る
も
認
可
を
得
ら
れ
ず
、
後
に
新
京
の
全
教
民
が
川
村
狂
堂
先

生
を
全
権
代
表
と
し
、
交
渉
の
結
果
、
大
変
円
満
に
済
ま
す
こ
と
が
出
来
た
。

こ
う
し
た
こ
と
は
殆
ど
各
教
胞
が
既
に
『
醒
時
報
』⑳
な
ど
に
掲
載
済
み
だ
。
円

満
な
結
果
を
迎
え
て
か
ら
は
、
川
村
先
生
が
更
に
皆
を
指
導
さ
れ
て
遷
葬
事
務

所
を
組
織
し
、
遷
移
ま
で
あ
と
少
し
と
な
っ
た
が
、
図
ら
ず
も
遷
葬
の
時
、
経

典
の
言
葉
が
真
実
と
な
っ
た
。
経
典㉑
に
言
う
、

　
「
そ
の
後
で
人
が
こ
の
遺
体
を
墓
の
中
に
置
く
と
、黒
い
顔
と
青
い
目
を
し
た

二
人
の
天
使㉒
が
彼
の
上
に
や
っ
て
き
て
、
こ
の
二
人
の
天
使
が
遺
体
に
聞
く
。

「
汝
を
養
い
し
主
は
誰
か
？
汝
の
聖
人㉓
は
誰
か
？
汝
の
宗
教
は
何
か
？
汝
の
イ

マ
ー
ム
は
誰
か
？
汝
の
礼
拝
の
方
向
は
ど
こ
か
？
汝
の
経
典
は
何
か
？
汝
の
兄

弟
は
ど
の
様
な
者
か
？
」
も
し
こ
の
遺
体
が
生
存
中
に
断
食
と
礼
拝
を
全
う
し

た
人
な
ら
ば
、
ま
た
広
く
施
し
を
与
え
善
行
に
励
み
信
仰
を
保
持
し
た
人
な
ら

ば
、
彼
は
天
使
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
出
来
、
一
つ
一
つ
返
事
し
終
え
る
と
、

天
使
は
彼
に
「
汝
の
墓
は
天
国
の
花
園
の
一
部
で
あ
る
」
と
言
う
。
も
し
そ
の

遺
体
が
生
存
中
に
断
食
も
礼
拝
も
全
く
や
ら
ず
、
他
人
を
傷
つ
け
自
分
を
利
し

た
大
罪
の
身
で
、
信
仰
を
保
持
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
彼
は
答
え
る
こ
と
が
出

来
ず
、
二
人
の
天
使
は
「
汝
の
墓
は
地
獄
の
火
穴
の
一
部
で
あ
る
」
と
言
う
」

と
。

　

そ
れ
故
、
今
年
の
新
京
に
て
墓
を
開
い
た
時
に
、
様
々
な
現
象
が
見
ら
れ
た
。

例
え
ば
墓
の
中
か
ら
香
気
が
漂
う
も
の
、
没
後
数
年
に
も
な
る
の
に
逝
去
し
た

ば
か
り
の
よ
う
で
あ
る
も
の
、
上
棺
の
四
方
を
花
草
樹
木
が
取
り
巻
い
て
、
花

園
の
よ
う
で
あ
る
も
の
は
、私
も
定
め
し
天
国
に
あ
ら
ん
と
思
う
。
そ
の
他
の
、

体
が
炭
の
様
に
真
っ
黒
で
う
つ
伏
せ
で
あ
る
も
の
、
悪
臭
鼻
を
つ
き
見
る
に
堪

え
ざ
る
も
の
、驚
く
こ
と
に
上
棺
が
焼
け
て
木
炭
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
、

様
々
で
数
え
切
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
人
に
つ
い
て
言
え
ば
、
経
典
の
「
汝
の

墓
は
地
獄
の
火
の
一
部
で
あ
る
」
を
顕
す
も
の
だ
。

　

こ
こ
ま
で
書
い
た
と
こ
ろ
で
、
信
徒
の
皆
に
速
や
か
に
覚
醒
す
る
よ
う
求
め

た
い
。
昼
夜
夢
中
に
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
教
務
一
切

を
疎
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
善
行
は
悪
事
を
行
わ
な
い
こ
と
に
あ
る
。
一
た

び
死
が
訪
れ
れ
ば
、
そ
の
時
に
悔
ん
だ
と
こ
ろ
で
も
う
遅
い
。
し
か
し
今
回
墓

中
で
善
悪
が
顕
れ
た
の
は
、教
胞
の
皆
が
自
分
の
目
で
見
た
こ
と
で
あ
る
し
、今

後
私
は
教
胞
た
ち
が
自
覚
自
問
し
て
く
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。
も
し
我
ら
が
正

義
を
見
て
行
う
に
勇
で
あ
る
な
ら
ば
、
更
に
勤
め
励
む
べ
き
で
あ
る
し
、
も
し

善
行
を
果
た
せ
ぬ
場
合
で
も
、今
か
ら
過
去
の
非
を
心
よ
り
悔
い
改
め
れ
ば
、墓

で
の
罪
科
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
皆
天
国
で
の
幸
福
を
享
受
で
き
よ
う㉔
。

墓
内
に
見
ら
れ
た
故
人
の
遺
体
の
様
子
を
、
当
時
回
民
間
で
伝
わ
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
「
経
典
」
の
所
説
に
結
び
つ
け
、
信
徒
に
対
す
る
鑑
戒
と
し
て
い
る
が
、
遷
移

自
体
に
対
し
て
肯
定
的
な
立
場
を
し
め
す
言
説
で
は
な
い
と
は
い
え
、
始
ま
っ
て
し

ま
っ
た
事
業
へ
の
参
加
者
た
ち
の
経
験
を
宗
教
的
に
意
義
付
け
す
る
も
の
と
し
て
、

留
意
す
べ
き
事
例
で
は
あ
る
。
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５　

お
わ
り
に

以
上
「
満
洲
国
」
建
国
当
初
に
生
じ
た
回
民
墓
地
遷
移
問
題
に
つ
い
て
、
奉
天
・

新
京
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
の
概
要
、
同
問
題
と
「
満
洲
国
」
回
民
の
組
織
化
と
の
つ
な

が
り
、
そ
し
て
回
民
側
の
問
題
に
対
す
る
認
識
の
在
り
方
を
論
じ
、
以
下
の
点
を
明

ら
か
に
し
た
。

一
九
三
三
年
に
奉
天
・
新
京
で
相
次
い
で
生
じ
た
墓
地
遷
移
問
題
は
、
当
初
回
民

側
に
よ
り
遷
移
反
対
が
叫
ば
れ
な
が
ら
も
、
仲
介
者
と
な
っ
た
川
村
狂
堂
の
関
与
も

あ
り
、
解
決
に
は
補
償
付
き
の
遷
移
と
い
う
方
策
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
同
問
題
の
収
束
間
際
に
早
く
も
見
ら
れ
た
新
京
を
中
心
と
す
る
当
地
回
民
組

織
化
の
動
き
が
、
翌
34
年
に
「
満
洲
伊
斯
蘭
協
会
」
の
成
立
と
し
て
形
と
な
る
際
に

は
、
彼
ら
の
墓
地
遷
移
の
記
憶
が
再
び
「
追
悼
記
念
大
会
」
と
い
う
形
で
「
利
用
」

さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
遷
移
問
題
に
対
し
、
当
初
よ
り
回
民
側
で
反
対
立
場
を

取
る
大
き
な
理
由
と
な
っ
た
の
が
、「
遷
移
は
経
典
に
違
反
す
る
」
と
い
う
宗
教
規
定

で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
事
業
開
始
後
に
は
遷
移
作
業
の
経
験
を
再
度
宗
教
的
な
面

か
ら
意
義
付
け
よ
う
と
す
る
言
説
も
見
ら
れ
た
。

「
満
洲
伊
斯
蘭
協
会
」
成
立
以
後
も
、「
満
洲
国
」
内
に
お
い
て
同
様
の
問
題
は
散

発
し
た
が
、
そ
の
い
づ
れ
も
が
「
補
償
付
き
遷
移
」
と
い
う
結
果
を
迎
え
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
考
え
れ
ば
、「
建
国
」
当
初
に
起
こ
っ
た
新
京
・
奉
天
の
事
例
は
、
そ
の
後

の
墓
地
遷
移
問
題
に
対
し
て
「
解
決
」
の
「
先
例
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
見
な
し

て
も
よ
い㉕
。
一
方
、日
中
戦
争
開
始
後
に
華
北
に
成
立
し
た
「
中
国
回
教
総
聯
合
会
」

に
お
い
て
は
、
同
問
題
で
は
回
民
側
の
主
張
が
受
け
入
れ
た
事
例
が
殆
ど
で
あ
る
。

両
地
域
間
で
の
同
問
題
へ
の
対
応
の
差
異
が
如
何
な
る
と
こ
ろ
に
起
因
す
る
の
か
、

当
地
に
お
け
る
政
治
状
況
・
社
会
に
お
け
る
回
民
の
地
位
な
ど
も
含
め
、
ま
た
稿
を

改
め
て
論
じ
た
い
。

注①　
﹇
坂
本
二
〇
〇
七
﹈
に
お
い
て
は
一
九
三
八
年
に
承
徳
で
協
和
会
関
係
者
を
中
心
に

結
成
さ
れ
た
「
イ
ス
ラ
ー
ム
反
共
同
盟
」
な
る
工
作
組
織
が
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
早
々
に
活
動
の
拠
点
を
包
頭
に
移
し
た
こ
と
、
工
作
の
対
象
を
西
北
部
の
回
民
軍

閥
と
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、「
満
洲
国
」
内
の
組
織
と
は
見
な
し
難
い
。

②　
﹇
山
本
一
九
四
一
：
十
五

十
六

;

富
永
一
九
四
四
：
二
四
三

二
七
二

;

無
名
氏 

出
版
年
不
明
﹈。
と
は
い
え
、
地
域
に
よ
っ
て
は
協
会
へ
属
さ
な
い
モ
ス
ク
も
存
在
し

た
と
い
う
報
告
も
見
ら
れ
（﹇
国
務
院
民
生
部
社
司
一
九
三
七
﹈）、
同
協
会
が
各
地
の

回
民
の
動
向
を
ど
こ
ま
で
掌
握
出
来
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。

③　
「
亞
細
亞
局
關
機
高
第
一
六
九
九
号
ノ
二　

昭
和
七
年
二
月
十
八
日　

奉
天
鐡
西
回

教
徒
墓
地
買
収
反
対
運
動
」．「
亞
細
亞
局
關
機
高
第
一
七
九
三
号
ノ
二　

昭
和
七
年
二

月
二
十
日　

奉
天
鐵
西
回
教
墓
地
問
題
ニ
關
ス
ル
其
後
ノ
狀
況
」（
国
立
公
文
書
館
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
、
Ｂ
〇
四
一
二
二
七
七
六
〇
〇
、
Ｂ
〇
四
一
二
二

七
八
四
〇
〇
）

④　
「
鐡
西
回
教
墳
地
案
已
圓
満
解
決
簽
字
」『
盛
京
時
報
』
八
四
四
六
号
、
四
面
、

一
九
三
三
年
八
月
八
日
．

⑤　
『
盛
京
時
報
』
前
掲
記
事
．

⑥　

前
掲
「
亞
細
亞
局
關
機
高
第
一
六
六
九
号
」

⑦　
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
一

一
、一
九
三
四
年
，
五
頁
．

⑧　
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
一

二
／
三
、一
九
三
四
年
，
二
二
頁
．

⑨　
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
一

一
、一
九
三
四
年
，
八

九
頁
．

⑩　
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
一

一
、一
九
三
四
年
，
五
頁
．

⑪　
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
一

一
、一
九
三
四
年
，
九
頁
．

⑫　
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
一

一
、一
九
三
四
年
，
九
頁
．

⑬　
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
一

一
、一
九
三
四
年
，
九

一
〇
頁
．

⑭　
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
一

二
／
三
、一
九
三
四
年
，
一
四

二
一
頁
．

⑮　
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
一

二
／
三
、一
九
三
四
年
，
二
三
頁
．

⑯　
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
一

一
、一
九
三
四
年
，
六
頁
．

⑰　

当
時
東
北
回
民
の
埋
葬
法
は
、
竪
穴
を
掘
っ
た
上
で
更
に
そ
の
側
壁
を
掘
り
、
そ
こ

へ
遺
体
を
直
接
安
置
し
た
上
で
木
の
覆
い
を
載
せ
土
で
覆
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

﹇
甲
斐
一
九
三
八
：
一
三
　;

楊
一
九
四
一
：
二
四

二
五
﹈．
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⑱　
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
一

一
、一
九
三
四
年
，
七
頁
．

⑲　
『
伊
斯
蘭
旬
刊
』
一

四
、一
九
三
四
年
，
七
頁
．

⑳　

宣
統
元
（
一
九
〇
九
）
年
に
瀋
陽
で
張
兆
麟
（
字
子
岐
、
回
民
、
一
八
六
五

一
九
三
八
）
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
『
醒
時
白
話
報
』
の
こ
と
。「
満
洲
伊
斯
蘭
協
会
」

成
立
後
は
そ
の
準
機
関
紙
的
存
在
と
な
っ
た
。

㉑　

原
表
記
で
は
「
経
」。
注
㉒
で
挙
げ
る
伝
承
を
記
し
た
注
釈
書
と
思
わ
れ
る
が
、
詳

細
は
不
明
。

㉒　

信
徒
に
死
後
尋
問
を
す
る
と
言
わ
れ
る
天
使
ム
ン
カ
ルM

u
n

k
ar

と
ナ
キ
ー
ル

N
akīr

の
こ
と
。
そ
の
容
姿
と
尋
問
に
つ
い
て
の
伝
承
は
、
テ
ィ
ル
ミ
ズ
ィ
ー

al-T
irm

idhī

の
『
ス
ナ
ー
ン
』
等
に
見
え
る
。

㉓　

中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
漢
籍
で
は
一
般
的
に
預
言
者
（
ア
ラ
ビ
ア
語n

abī

）
を
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